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台湾の地方祭祁にみる民俗的健康観

－小琉球における王爺の迎王祭典の事例から－

ＴａｉｗａｎｅｓｅＦｏｌｋＨｅａｌｔｈｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆ

ＷａｎｇｙｅＦｅｓｔｉｖａｌｉｎＸｉａｏｌｉｕｑｉｕ

藤野陽平＊
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ａｎｔｏｎｙｍｏｆｓｉｃｋｎｅｓｓ，thesocietyofanthropologyhasgivｅｎａｍａｉｎｐｌａｃｅｔｏ

"sicknesses",ｎｏｔｔｏ“health.，，However,beforetheconceptofhealthcomesintoa

localsociety,ｔｈｅｒｅｍｕｓｔｈａｖｅｂｅｅｎｓｙｎｏｎｙｍｓｆｏｒｉｔ・Ｓｏｉｎｔｈｉｓｓｔｕｄｙｔｈｅａuthor

uses｢pingan(平安)("peace"inTaiwanese)｣asthekeywordandtakesthecaseof

Wangyefestival(迎王祭典)．Wangyefestivalhasastructurewhichiscomposed

ofgreetingWangye（王爺),brushingoffwickedthingsandseeiｎｇＷａｎｇｙｅｏｆｆ

Ｂｙａｎａｌｙｚｉｎｇａｎｄｅｘｐｌａiningtheparticipants'actionｓｉｎｔｈｅｆｅｓｔｉｖａｌｕｓｉｎｇｔｈｅ

ｋｎｏｗｌｅｄｇｅｏｆｆｏｌｋｌｏｒｅａｎｄａｎｔｈｒｏｐｏｌｏｇｙ，Ｉｉｎｔｅｒｐｒｅｔｔｈｅｍｅａｎｉｎｇｏｆｐｉｎｇａｎ、

Afterall,Ｉｒｅａｃｈｔｈｅｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎｔｈａｔｐｉｎｇａｎｈａｓｓｏｍｅｌａｙｅｒｓａｎｄｅａｃｈｐｅｒｓｏｎａｄｄ

ｔｈeｉｒｏｗｎｐｉｎｇａｎｏｖｅｒｔｈｅｂａｓｅｏｆｐｉｎｇａｎ,ｗｈｉｃｈｉｓｈｅａｌｔｈ．

はじめに

台湾で広く妃られている王爺という神がある。疫病をもたらす神霊の代表格であり，儀礼では人々が

健康であるようにという願いが託される。本論文は２００３年１０月に行われた小琉球での３年に一度の

王爺の大祭を通じて人々の民俗的健康観について考察する。人類学では健康の研究は主に医療人類学の

研究対象である。フォスターとアンダーソンは医療人類学を「健康と病気に関した正統的な人類学的活

動」［フォスター＆アンダーソン1987:２１］と位置づけている。しかし，実際には病いを扱うのみで健

康を扱うことは少なかった。そもそも健康(health)とはデカルト的心身二元論に基礎を置く生物医学に

由来する概念で，「病いのない状態」や「身体に異常がない状態」とされていた［Beinfield＆Korngold

l998]。つまり病いに対立する二分法によって「～でない」ということによって定義されているのであ

る。健康観には１９４６年にＷＨＯが世界保健憲章の中で健康を「肉体的．精神的・社会的に良好な状態

をいい，ただ単に病気や虚弱がないということではない」と定義したことの影響が大きい。この言説に

は生物科学の単なる二分法を乗り越える含意があるが，健康の概念が拡大しただけで，むしろユートピ

ア的な健康を追い求め続けることで皮肉にも健康が手に入らないものとなるというような批判［デュポ

＊慶脳義熟大学大学院社会学研究科博士課程（文化人類学）
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ス1983］もある'・そのような健康観は近代化の過程で生物医学以外の医療活動・医療知識を「野蛮」・

｢未開」なものとしてイデオロギー的に排除していく過程で確立されてきた［ポーター1993]。その結果

として「患者をものとしか見ない，患者の病いを個性を持った人格との関係で見ない」［山口1990:３５］

というような医療観を定着させる結果となった。

人類学での健康の扱われ方を概観しておくと，例えば中沢新一は「健康とはさまざまな秩序（中略）

において生の「経済』が保たれている状態」［中沢1983］とし，構造主義的に健康を定義した。また，

マッケロイ＆タウンゼントは生態学的人類学の観点から健康と病いの問題を扱い病気またはストレ

スを「物理的あるいは無生物的環境，生物的環境、文化的環境のバランスの乱れであり．本質的に生態

系のバランスの乱れに関連したさまざまな要因の連鎖の結果と，健康を病気と互いに影響しあっている

物理的，生物的，文化的な系の一部」［マッケロイ＆タウンゼント1995:21-23］と定義して均衡概念を

重視する。一方社会人類学の立場から伊藤亜人は「健康は普段は意識されないゼロの状態・正常な行動

様式」［伊藤1985］と定義した。民俗学の宮家準は日本人の一般的な健康を「食欲があり，通じがよく，

熟睡でき，精神的にも安定し，気力に満ちた充実した生活が営める状態」とし，「健康が心身の正常な状

態であるのに対して，病気は心身の異常な状態である」［宮家1992:lO2-lO4］と病気の反対の状態とし

て健康を捉えている。波平恵美子は健康という言葉は近代概念でそれ以前は「健やか」「息災」が使わ

れていたが，健康とは病いの症状がないこととしている［波平1994:167-172]・池田光穂はホンジュラ

スのドローレスでは「健康とは何か，という問に対する返事のほとんどが病気がない，というもので

あった。」という現地の人間が持つ健康概念を考察している［池田2001:254-278]。

このように人類学者は健康を「バランスが保たれている状態」や「病いがないこと」等のように「均

衡状態」や「否定的言辞」として理解している2。言い換えれば健康それ自体の意味内容を積極的に問う

ことはなかった。これでは生物科学的健康観の枠内にあって，議論の退行と言わざるをえない。また病

いは社会文化的に異なることを明らかにしてきた人類学者が健康を一律に考えるのは矛盾している。む

しろ民俗的な意味のつながりの中で彼らの健康観を解きほぐすことで単に「病がない状態」を批判的に

考察してＷＨＯの定義とも異なる健康観を提示すべきであろう。このような視点は当初の医療人類学が

病気を文化的な病い(illness）と生物医学的な疾病(disease)に分類し前者を研究対象として発展した経

緯と同じアプローチである３．つまり，生物医学的な定義による健康では文化人類学の研究対象となりえ

なかったが．民俗的文脈の中に位置づけられた健康ならば研究対象足ると考えられる。

そこで健康という近代の概念にあたる台湾の漢人社会での概念とは何かと考えたときにふさわしい慨
ピン7ﾛﾝ

念が｢平安4」である。「平安」とは台湾漢人社会の宗教世界で求められている状態であるという指摘は既

になされている［渡選1990:26-28]。しかし，「平安」の意味内容を確認する作業はない。これは中国

’この定義にそれぞれのダイナミックな状態を表すために「スピリチュアル」の語を入れようという議論が起こっ

てきているが，それはさらに健康をユートピア化させてしまうか，逆に医縦の適川領域内部を多元化させすぎて

しまう危険性が指摘されている［池田2002]。

２「否定的言辞」に比べて「均衡状態」は評価できるか，‐･般的定義のみでそれぞれの文化・社会的コンテキスト

のなかで独口の健康観を提示していないという部分には問題が残っている。

３現在では疾病も文化的な病いの一部分であるという考え方［佐藤1988］がllj心になり，筆肯もその考えにlril意

するが，当初の|矢療人類学がこの視点に雌づいて発腔したことは紛れもない事実である。

４台湾漢人社会では主に国語と呼ばれる北京語と台語と呼ばれる幽南語か使われているが，本稿においてのルビは

ＩＫＩ語に基づいて標記した。また本稿では'1本語では､ド安，’'１国語では「平安」と標記することとする。
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語の「平安(ping-an)」を，日本語の平安（へいあん）として暗黙のうちに理解されてきたためではない

だろうか。日本語と中国語との間に似たような意味があることは否めないが同じではない。むしろその

違いに大きな問題が隠されていることに意識的であるべきであろう。

本稿は平安の意味内容を現地の側の視点から解釈する試みである。最初に文献上から「平安」とはど

のように考えられているかをみていくと『現代漢語詞典』（１９９６年，中国科学院語言研究所詞典編輯室

辞書）には「事故がなく，危険がなく，平穏安全である｡」となっている。また人々にごくごく簡単に
シ’_:／カン

｢｢平安」とは何ですか」と尋ねると「健康」そのものであるという答えと「健康を中心としながらも良

いこと（お金儲けできる。出世する。試験に合格する等）ならば全て「平安｣」という答えが返ってくる

[藤野2003]・

以上のような観点から筆者は台湾の宗教世界のうちキリスト教会でのフィールドワークに基づいてラ

イフヒストリーを主体に考察してきたが［藤野2003]，本稿では民俗的社会の祭りを中心として宗教儀

礼の空間に注目し，ローカルな健康観である「平安」を台湾の文化や社会のコンテクストの中で理解し

その意味内容を分析したいと思う。あくまでもエミック（emic）な立場に立った研究であり，エチック

(etic)な視点は相互補完的なものと考えて厚い記述をめざして考察を進めていく。

事例迎王祭典

民俗的健康観の事例として取り上げるのは台湾の

扉東県琉球郷5における王爺を主神とした迎王祭典

で２００３年に行われた。迎王祭典の正式名は「琉球

三隆宮発未正科平安祭｣6である。現地では一般に迎

王祭典と呼ばれている。３年に一度行われ，小琉球

が最も賑やかなひと時となる◎準備は正月１５日7か

ら始まるが，本稿では民俗知としての健康を明らか

にすることを目的としているので，おもに民間の

人々が参加する儀礼のクライマックスである旧暦９

月２５円から１０月３日に注目して紹介する。また

一般の参加者があまり参加しない道教的な儀礼は省

略している。

９月２５日

本日より祭典が本格的活動に入る。午前中は出巡

海島で，船に神輿を乗せ小琉球を一周する。７時半 小琉球|略地図

扇面柚６．８平方キロメートル，脈束県唯・の海崎郷で，ハル民の多くが漁業によって′1;計を立てているが近年は観光

業も盛んになってきている。束港から１１キロメートル。一般に小琉球と呼ばれているために本稿でもその呼び

名を使川することとする。

m野村伸一は１９９６イドに小琉球で行われた同祭典の模様を映像でインターネット｜:に公|汁lしているので，参考とし

ていただきたい。情報技術が進む中このような試みは民族誌学のつの潮流となると汚え↓､’れる．２００４ｲＩｉ時点

でのＵＲＬは以下のとおり。

http://www,net､keio､ac.』p/~shnomura/ollya／

７日付は特に断りのない限り''1勝に峡づいて儲L』した。



５０社会学研究科紀要第５８号２００４

ごろ港に向かい神輔といわれる神輿が出発する。到着後続々と乗船する。船は神輿が乗っているものだ

けで５０台ほどで，そのほか取材等含めると数え切れない船がでる。８時３０ごろ出船し，船上では銅撚

や太鼓が演奏され，花火が上げられ爆竹が鳴らされる。また宴会さながらに酒を飲む。我々の取材の船

にも差し入れがあった。一周１２キロメートルほどの島であるがゆっくりかみ締めるように回っていく。

１０時ごろ帰港する。

午後１時半ごろより玉皇上帝の命でやってくる王爺を迎える一般に請王と呼ばれる「恭迎代天巡狩王

駕」という儀式が行われる。三隆宮を出発し海岸へ移動する。３時ごろすべての神輿が到着し，儀礼が始
卜iンピ

まる◎儀礼では王爺を迎え，各神輿の頭筆8が神がかり，壇上で今回来た王爺の姓を当てる。数人が外れ

た後に三隆宮の頭筆が「秦_|であると書き当てた。その後，もうもうと煙を上げる香炉の煙を吸い込み，

書き当てた頭筆には他の頭筆とは異なることを示す赤い樫が掛けられる。また旗や提灯に「秦」と言う

姓を記す。

夜には|~過火」が行われる。５つ作られた炭火を道士が塩と米で清めてから次々とはだしで神輿を担

いだ男らが炭火の上を歩いていく。

９月２６～２９日

２６日から２９日の４日間は達境という練り歩きである。朝の７時から夜は１０時過ぎまで続く。２６日

は大寮路，２７日は天台角路，２８日は杉坂角路，２９日は白沙尾角路を巡って行く。一般の島民にとって

はここが一連の儀礼の中心となり，最も楽しみな時である。

練り歩きの集団には神輿はもちろん，先駆け，馬，理事などの役員，大総理の神輿，演奏，頭筆や民

俗技芸団や五毒大帝，宋江陣など芸陣や苑・謝将軍のような神々も参加する。特に碧雲寺９，中軍府と王

写真１頭戦への相談

８台湾のシャーマニズムの一形態で神輿の担ぐ棒を利川し文字を,'ドき，神意を告げる。神と人々とのやり取りを仲
介し，本儀礼の眼|'心的役割を担っている。

９観音を祭る寺院で小琉球の信仰の1-'1心である。
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爺の神輿（大千歳、二千歳，三千歳．四千歳，五千歳'0）の担ぎ手らは独特な円錐状の野外の作業中に利

用するような帽子をかぶる。これは王爺を守る衛兵を表しているという。それ以外の参加者は一般的な

野球帽のような帽子をかぶりその違いを明らかにする。また帽子には「平安符」という札をつける。こ

れは３年に一度の王爺祭のときに付け足していく。「平安」を保つという意味があると言うことは誰に

聞いても聞かれることである。そのほかにも特に女性や子どもが多いのだが，王爺の神輿の後をついて

いく人々がいる。その中で特に目をひくのが「犯人」と称し自らを文字どおり犯人に見立てて首かせを

つけて神輿のあとを歩いてついていく女性で，これは前世の悪を現世において支払っているということ

である。

これらの練り歩きは各村を巡り「平安」を与えるとされる。それを「達境平安」という。つまり王爺

が３年に一度,天公''の命を受けて小琉球にやってきて悪運を改め「平安」を与えるのである。人々はそ
パイパイ

のような王爺を拝拝と花火で迎え，また列になって神輿の下をくぐる。このときIこ手に持っている線香

を神輿の下に置いてくる（不在者の服を持って代用することもある)。また各戸では練り歩きに参加する

人々に対してねぎらいの品が置かれる。これらは参加者が自由に利用してよいもので調査者のような外

部の人間を排除するものではない。振舞われるのは飲み物（酒一ビール・ウイスピーという薬酒，水，

お茶，ジュース)，楕榔，タバコ，果物（スイカ，サトウキビ，みかん等）食べ物（綜子，お菓子，パン．

包子，アイス等）洗面用具などである。新暦で１０月下旬とはいえ小琉球は摂氏３０度を超え南国の日光

が照りつけ非常に暑い。このようなねぎらいの品は王爺の神々の行列を支える人々にとってなくてはな

らないもので，心のこもった接待である。また特筆すべきは頭筆への相談である（写真ｌ)。何かしら問

題の抱えた人が大千歳の頭筆に自分の問題をﾎⅡ談したり，自分たちでは解決できない拝めごと等に判決

を下してもらう。頭筆に限らず相談者の方にも神がかりの状態になってしまうものも少なくなく，野村

伸一がこの祭典の報告を「生きている王爺まつり」と題したことも納得できる［野村1998]。非常に多

くの相談が頭筆に寄せられたが,全ては紹介しきれないので,本稿では一例を挙げるのみにとどめたい。

妊娠している母親が自分の子どもが無事生まれさせてくれるか聞き，聞き届けたということがあった。

台湾では註生娘娘や臨水夫人12など出産を司る神が人気を誇り［野村2000a]，また血を流して死んだも

のは祖先になれず，鬼になってしまうという信仰があり，生物医学の進んだ現代社会においても妊娠お

よび出産に対する不安は大きい。そのような出産が無事に行われると王爺の太鼓判をもらったのであ

る。彼女やその家族・知人らにとって「平安」が取り戻されたのであろう。

達境の編隊は廟や理事らの家に寄っていく。’台’台の神輿や芸陣がその廟や家の壇に向かって挨拶

をする。廟のほうでも幹事や童占Lらが待ちうけ接待する。斎公の廟では斎公に扮し，黒い顔の神の童占Ｌ

は黒い顔で接待する。特に理事宅では大千歳の位牌を室内に持ち込み接待する。途中天公の廟では参加

者全員で拝拝するが，これは玉皇の命で王爺がきていることに関係する。また大総理宅でも拝拝する。

福徳正神の廟では特に入念に拝拝が行われ，頭筆に多くの相談が寄せられる。これは各角頭の隊列の先

頭が福徳正神の神輿であることにも現れているように角頭は祭典中福徳正神の配下にあり，玉皇上帝の

使いである王爺を迎えているということであろう'3。

'０''１‘１１〔府とは王爺をまもる衛兵で，Ｔ歳とはＦ爺の別称で水祭典には大Ｔ･歳を中心に王爺の神肌は５つ現れ，火

丁歳の神輿は練り歩きの''1心的役割を担う。

'’台湾の氏lIfl信仰における岐高ﾈ'|'で玉'11上帝とも呼ばれる。

１２これらの女神に関しては縦１９８５を参考のこと･

'３犬公，二F爺，」:地公の関係については二尾１９９０を参照。
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１０月１日

本日は王船の練り歩きと送王船が行われる。朝の８時より王船が全島を１日で巡る。それまで４日か

けて巡ったところを１日で行うので，前日までの練り歩きよりは足早である。本日は「五千歳｣，「中軍

府」の神輿のみ同行し，他の参加者らは休憩していたり，集まって宴を設けたり，夜の送王船の準備を

したりとそれぞれの時間を過ごす。

王船には鮮やかな飾り付けがなされ汁碇やはしご，便所や畜舎なども作られ非常に手が込んでいる。

これに台車をつけ山車のように引き回す。また救生船と呼ばれる小さな船を持ち歩いているものがい

て，その船の中に餐銭を入れる。また王船にも餐銭を入れる場所がある。人々は同行しているトラック

に供え物を渡す。内容は塩やしょうゆなど調味料が多かったようである。予定では午後５時に廟に帰る

はずの王船も遅れて到着したのは７時を過ぎていた。この頃には多くの家庭で宴が催される。この頃三

隆宮では王船に供物を積み込む儀礼を行っている。

１０月２日

未明，三隆宮から浜辺に向かい'11発する。すでに浜辺には王船を燃やすための金紙がうずたかく積ま

れている。到着すると頭筆が王爺の帰るべき方向を決定する。この方向に王船を向け，その下に少しず

つ金紙を置いていく。１時ごろ廟を出発したが大変な'作業で数時間を要する。

その後王爺の位牌を王船にのせ点火する。下に敷いた金紙のために火の回りは速い。また燃え上がる

炎はまるで荒波のようで王爺が任務を終えて帰途についているということを部外者の筆者でも視覚的に

感じることができた。なお，王船を送り出す方法として燃やすものを「遊天河｣，水に流すものを「遊地

河」と呼ぶが，清朝の取締り以来，遊天河の形式が一般的になったようである［劉・郡司1993]。結局

王船は午前５時前後に燃え尽きる（写真２)。多くの人は帰宅したようだが，未だ名残惜しそうに炎を見

つめる人も決して少数ではなかった。

１０月３日

昼から「平安宴」が廟内で行われる。８人がけの机が３００卓でているとのことで，単純計算で２４００

人。人口が１万６千人の島であるから，かなり多数の人が参加するといえるであろう。

蝿、
写真２送王船

溌職
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解 釈

本節では本祭典中に「平安」の認識がどのように表出されるかに注目して解釈していきたい。台湾人

の「平安観」を探るために彼らの行為にどのような意味がもたれているかを確認しておく必要がある。

最初に王爺について概観し，小琉球の事例の検討を行う。王爺は寺廟数から見て台湾において最も人

気のある神明の一つで［劉枝葛1994:124-128]，王爺以外にも「代天巡狩｣，「千歳｣，「大人｣，「老爺」

等の名称をもつ。その起源説話は三尾裕子によると，①痕神起源説14,②鄭成功説，③①と②の折衷説，

④人鬼から発展した霊魂説15に分類することができると言う［三尾1990]・王爺は「正統」な道教の神と

いうよりも民俗宗教の中で生まれた神であり，起源説話は多様である。ただし，どの説話も志半ばにし
グイ

て怨念を抱いて死んだ「鬼」から「神明」へと変化したという「転換」の共通性が認められ，人間に恐

れられ，敬われている'6．

王爺信仰の歴史的変遷について高橋晋一は象徴的意味内容として，①排除されるべき癌神，②招かれ

るべき代天巡狩（天に代わって巡り悪を狩るの意）の神，③招かれるべき福神の段階があり，相互の歴

史的重複を推定している［高橋1990]。つまり，王爺の象徴的な意味が１.癌神から２．癌神十代天巡狩’

3.代天巡狩，４．代天巡狩十福神を経て，５.福神へと意味変容が起こったと言う。王爺に求められる希求

内容や権能は社会文化的に変容するので，彼の提示した一系的発展は容易には受け入れられない17が，

王爺は病気をもたらすものという性格を中核にしながらも，より広い権能が与えられて万能神としての

神格が与えられているということは現状でも広く見られることである。このようなより広い権能はまさ

に「健康を中心としながらも良いことならば何でも「平安｣」という民俗的健康をもたらすのであり台湾

において最も求められている存在と言えるのかもしれない。台湾では王爺とは別に医神の代表格である

保生大帝が主に信仰されているが，この場合は近代医学的な「健康」に近い「平安」である。これに対

して王爺は「漠然と拡大した健康」である民俗的な「平安」を与える神として人気がある'8・尾崎保子は

王爺の人気の理由として保生大帝との比較の中で神力の性格の違い（穏やかな保生大帝と畏怖の王爺）

と漢族の血族主義的な側面(個人が特定できる保生大帝と多姓の集合である王爺'9）を挙げている［尾崎

1991]。しかし，天上聖母やそれ以外にも人気の高い福徳正神，観音仏祖20なども考慮に入れるならば，

王爺のように広い権能を持ち単に「健康」の意味に留まらない，「拡大した健康」である「平安」を与え

'４癌や痛疫つまり熱帯性の疫ｿ,jjの１月咽として存/{Iしていた癖神であり，それをjiitlることで厄払いするというものを

指す。

'５人鬼，幽鬼，変異ある霊魂が王爺に変化したもの。なお，－i尼は同論文中に小琉球で採取できた王爺起源説話を

紹介している。それらは唐代の３６０人の洞耐で枚された進'ず，Ｋ皇人帝の祁卜に殺された３６０人の進士，唐代

の暴風雨で死んだ３６人の進士であり，①の分類に属するという。

'６台湾漢人社会における鬼については渡避１９９１の１５３－１９３面に詳しい。

'７高橋は同論文の中で，」ﾐ爺の「僻邪」の性質よりも「招補」の傾向か強まっていくとしているが，実際には

２００３年のＳＡＲＳの流行時には台北の脳華地区で約２００年ぶりに疫病の駆逐をｌｌ的とした「放玉船儀礼」およ

び「祈安植棉法会」か行われたと州告されている［三尼2003b]ように，胴神の要莱が強くな-’たとはいえ撫

神としての王爺の権能は時代の要求とともに復活することを視野に入れておく必喫があるだろう。

'Ｒ王爺を｣三神とする寺廟数は６３１で隔徳l；ｌＩｌ，有唯公に続き３位，保生大術は１３０で９位になるという［劉技葛

1994:127]･

'９つまり後昔は多数の姓を持つために多くの人間の；Ⅱ先となる可能性があるということ。

２０犬上聖１１は３７８で５位，編徳止神は（統計に城らない小洞もあり数はイく明）１位，観音仏|《'１は４０１で４位［劉

枝蕗1994:127]。
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る神に人気が集まると考えたほうが妥当性は高いと考えられる。

小琉球での本祭典の正式名称は｢琉球三隆宮美未正科平安祭｣2'である。劉枝葛は酷と呼ばれる道教式

の大祭典にはおよそ，２種類あるとしている［劉枝葛1994:38-40]ｏそのなかでも迎王祭典は癌神であ

る王爺を妃るので基本的には「痩醗」であるが，祭典名や王爺に福神の神格が与えられていることから

｢平安酷」と考えるべきであろう。このことを裏づけるように三尾裕子も「台湾で行われてきた伝統的な

｢放王船儀礼」を含む一連の宗教祭紀は｢癌疫(熱帯性の疫病)」の霊魂を人間界から駆逐することによっ

て，社会の平安を得ようとすることを目的としている」[三尾2003b］と王船祭の目的に平安を挙げてい

る22.

以下儀礼中の行動や要素とその意味について見ていきたい。

①出巡海島

「信者らの平安を保護し、漁船が海に出たときの平安、漁獲豊富［劉還月l994b:５５]」を願い，「各神

仏の力を借りて小琉球から悪しきモノを追いやるため［野村2000b]」とされている。

②爆竹・花火

「歓迎の意味と同時に邪を蕨う［劉還月l994a:206]」のであり，「鬼は火を恐れる［渡遷1990:’６']」

といわれる。

③過火

「神明が過火すると神の力を増し，信徒が過火すると体の平安を守る」と信じられている［劉還月

,994.:，25]｣．「火の浄化力によって，神像を浄化する目的で行われる［劉枝菖’984:393]」とされ，

｢病気のものが過火をすると消災治病することができ，病気ではないものが行うと寿命を延ばし，平安に

なることができる［張1989:９７]」のであり，上述のように「鬼は火を恐れる［渡漫’990:’６']」など

と言われる。

④五毒大帝の伝説

東港の王船祭と小琉球の迎王に独特の芸陣であり，「五癌神」とも呼ばれる。伝説では毒を入れられた

井戸から痩神が命をかけて救った。この芸陣23の「五毒印」が押され，神性と辞邪の意味がある。そのパ

フォーマンスの主要な内容は駆邪逐癌，除疫解毒である［黄2000:52-53;康1997:23-24]。

⑤宗江陣

「台湾南部でよく見られる芸陣で「宗教性武術陣頭」であり，開路解厄，駆邪祭熱，維持秩序の功能が

ある［黄2000:59-60]」とされる。

⑥平安符

文字どおり「平安を守る［劉還月l994a:224]」ためのものである。

⑦犯人

前世の悪を支払っているということであるそうだが，「わが身を罪の深いものと定め，王爺の神輿につ

いて回り，三隆宮でそれを解いてもらうのがしきたりである［野村1998]」ともいう。

，ﾉﾙｌｒのとひ'ｊＩｊ

２ｌ文字どおり'1,琉球の三降宮で行われる発未の平安祭という迩味。

２２ただしここで三尾が使っている平安は'1本語風の意味合いが強いが，悪いモノを防ぐという意味では台湾での

「平安」の意味を含んでいると考えられる。

２３芸陣とは台湾のパ'レードにおいてよく登場する出し物の形態で，さまざまな趣向を凝らし人々や神々の目を楽し

ませている。燈文雄の『台湾民間芸lIlli』に詳しい。
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⑧神輿をくぐること

改連で，悪運を改める（王爺が悪運を持っていてくれる）意味があり，悪運と線香を一緒に置いてく

ることだという。野村もこの行為に対して「向こう三年間の無事を祈り，今かかえている災いを蕨って

もらう［野村2000b]」と改運の要素を指摘している。

⑨ねぎらいの品

王爺を守る護衛でもある参加者の疲れを癒している。また劉還月は儀礼中に振舞われる食事は平安飯

と呼ばれ，「食べると平安になる［劉還月l994b:261]」と信じられていると報告している。

⑩頭筆

童占Lなどに代表される台湾のシャーマニズムの一形態で扶驚に最も近くお筆先に相当すると思われる

が24，他のシャーマンたちと大きく異なる点は王爺は３年に一度しかこないので，当然頭筆にもそのた

びにしか相談できない。そのためにその解決には大きな期待がかかり即効性・即断性があり，一気に相

談者の「平安」が取り戻される姿を見ることができる。

⑪童占Lの出現

台湾におけるシャーマニズムの代表格の童占Lで，その特異なパフォーマンスに眼を奪われがちだが，

｢超自然的な能力を民衆に誇示するのみならず,真塾な魔よけの行為である［劉枝葛1994:169]」と言う

ように，魔よけの意味が含まれている。特にトランスになった状態で自らの体を傷つけ流す血には「赤

色に強力な辞邪性魔よけ［同269,301,327]」の効果があるとされ，「鬼は血を恐れる［渡遷1990：

161]｣,「血の魔除けの能力［劉枝葛1994:275-277]」等の報告に照らして考えると特に強い駆邪の能力

があると考えるべきであろう。

⑫送王船

王船を燃やし王爺を天に送り帰すのであるが，この様子を小琉球の人々は気の置けない仲間たちと見

守る。ある人にとっては家族であり，友人であり，恋人である。３年に一度やってくる久しく待ち望んだ

神を向かえ，抱えていた悪運を改めた後に迎えるこのような時間とはまさに「平安」なひと時であろう。

⑬平安宴

内容は単純に宴会であるが王爺がきたことで「平安」が取り戻された直後という状態での食事はまさ

に平安宴と命名するにふさわしい空間が広がっていた。この宴をもって準備段階を含むと９ケ月にもわ

たる迎王祭典は終了し，日常の静かな空間が取り戻されていく。

以上確認してきたこれらの行動や重要の意味をまとめておくこととする。まずこれらの行動の多くは

時に神々や平安符，宗江陣の力を頼み，時に火や音，血など駆邪の力を利用し，病気，鬼や悪運などを

械うことを目的として行われている。またこれらは参加者全員がかかわるもので，悪しきものを敏うと

いう行為は全員に共通して見られる。次に頭筆への相談は個々人がかかえる問題に関して，臨機応変に

問題の解決や招福が行われる。それらによって人は健康にすごし，豊漁や海上の安全や出世などを願う

のであろう。これらの過程を終え，最終的に送王船で神を送り，平安宴で身近な人々との幸せなひと時

を過ごすこととなる。つまり天公の代わりにやってきた王爺が島全体を練り歩きそれとともに島の悪

しきものが板われ，各人の願いが聞き届けられることで，「平安」な空間が作り上げられていくという構

造になっている。

２４台湾のシャーマニズムの分類に関しては劉枝餌１９９４の１４３－１７２頁に詳しい。



5６ 社会学研究科紀要第５８号２００４

結論迎王祭典に見る平安観

以上，迎王祭典中に行われる行為の解釈で民俗的健康としての「平安」に注目して報告と解釈を行っ

てきた。王爺祭紀の核には病気への恐れがあり，その意味づけをさまざまに拡大解釈し，悪性を転換し

て最終的には漠然たる「平安」の希求へと収散する。以下では筆者のこれまでの研究と照らし合わせな

がら，「平安」の社会的な意味の構造を明らかにしてみたい。筆者は台湾の民俗社会における「平安」を，

｢健康」もしくは「健康を中心としながらも良いことならば全て」という二つの状態として提示し，その

意味内容は道教，仏教や民間信仰の世界観や生物医学的世界観などの影響を受け，各個人のライフヒス

トリーの中で多様に形成されてきたと考えている。これのような民俗的健康観は，生物医学的機械論的

身体観に基づいた健康でもＷＨＯのユートピア的な健康でもない［藤野2003]・

迎王祭典参加者の行為は①集団の社会での共通の赦い，②赦い後の個人の願い，そして①と②がかな

えられて「平安」となる。「平安」の意味内容は，①は健康やそれに類似する無事，安全等で，②は①を

も含んだその人にとって良いこと全てということになり，個人，社会，集団に共通して受容される。つ

まり①にあたる祭典中の多くの行動は「平安」の中でも共通する健康や無事に関するものを，②にあた

る頭筆への相談はその範囲にとらわれない自由な希求内容を見出すことができる。

筆者は「平安」の意味を「健康」ととらえているグループと「健康を中心としながらも良いことなら

ば全て」ととらえているグループがあるとした［藤野2003]。しかし、本稿から導き出される解釈とし

て，前者は「平安」の共通の部分のみを選択し，それ以外の部分を選択していないということもでき，

前者は後者に包摂される。これには外来的で生物医学に由来する「健康」と民間の民俗知としての「平

安」が合体して民俗的健康観の概念として定着していった経緯を見ることができる。この背景には災因

論（災いの原因を突き止めて説明する）よりも福因論（今ある状態をよりよくする）の方を重視する台

湾の人々の考え方があるのではないだろうか。過去に遡って原因を探るよりは，現在をよりよく生きる

ことに重きをおき，それに対しては何でも取り込むという現世中心の行き方がみられる。「平安」の意味

内容は「健康」が加わることで近代的な概念へと脱皮し，いわゆる伝説だけでなく近代の生活にも対応

しうるものとなっているのではないだろうか。そのような「平安」の定義は「健康を基礎としながら諸

世界観の影響下それ以外の良いことも各人の人生経験から付け加えることもできる民俗的健康観であ

る」というものとなるであろう。

終わりに

本祭典は非常に大掛かりである。１９９７年には１０日間で約1,200万元（日本円にして約4,800万円）

の費用がかかったといい［野村2000b]，また灼熱の太陽の下数日間決して軽くはない神輿を担ぎ体力

を消耗するのは大変な奉仕である。しかし，それでもなおこの祭典は拡大傾向にあり，１９８５年の時点で

６１隊あった達境の隊伍［三尾1990］も筆者が調査した２００３年には８９隊に増加している。最後に小琉

球の人々が何故これほどまでの大掛かりの儀礼を行わなくてはならないのかについて筆者なりの考えを

提示しておきたい。

本稿は共同体の側から見た「平安」についての考察であり，頭筆に相談して敬う個人に関わる内容に

ついては充分に調査できなかった。台南で調査を行った佐々木宏幹によれば童占Lに相談にくる問題の多

くは教育問題，健康問題，交通事故などで最も多いのが健康（病気）問題であるという［佐々木1988]。
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これらはつまり「不平安」でこれらを取り除くことで「平安」になる。こうした見方を小琉球で検討し

た場合にも同じ結果が得られるとは限らないが，今後の課題として残しておく。いずれにせよ王爺信仰

の根底に病いへの畏れが究極の逆転としての｢平安｣，そして現代風の言い換えでは健康をもたらすとい

う民俗的健康観を構成していることは間違いない。これは結論で述べた「平安」の①にあたる。しかし，

｢平安」はさらに②の部分を含む概念であり，その部分の「平安」の実現を強力に後押ししてくれる王爺

および，王爺を迎え入れる迎王祭典が必要であると考えられ，②の個人に関わる民俗的健康観の多義的

理解が求められるであろう。
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